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●日本人として忘れてはならない心象 
小松健一（埼玉県） 

東日本大

震災直前ま

で、岩手県

内を取材し

ていた。 

昨年から

４度、のべ

30日間程、

今回被災し

た地などを

巡っていた

のだ。 

東北地方

は、ここ30

数年にわた

って「日本

文 学 風 土

記」の取材

で歩いてい

た。僕にと

っては第二の故郷のような愛着のある土地である。

すぐに友人たちと連絡を取ったがなかなか繋がら

ず、全員の無事が確認されるまで一週間かかった。 

カメラを担いで取材へ行くべきかどうか、黙々

とした日々を送った。「取材へ行ってほしい」と声

もかかったが、足を前に踏み出すことができなか

った。 

それは自分自身の中に馴れ親しんできた町並み

や市場や酒場や宿屋……そしてそこに働いていた

人や出合った人々のことを思うと気が重くなり、

すぐに行動には移せなかったのである。無論カメ

ラを向けることなどできるはずもなかった。 

半年がたった９月になってようやく行く決心が

ついた。一人で盛岡から北上山地を越え宮古市へ

車を走らせた。田老地区をはじめ、市内を巡って

いるうちに、これは何か、いままで見ていたマス

コミで報道されている光景とは違うと感じたのだ。 

僕は持っていた一台のカメラで、合掌しながら

静かにシャッターを切った……。 

 
●もうひとつの想い     小松 稔（東京都） 

10月中旬、東日本大震災をモチーフにした

「MIND」というタイトルで個展を開いた。 

 

十数年前から「退廃」や「風化」といったテー

マで制作してきた私にとって、震災が起こったこ

とでとても制作しにくい事態となり一時足踏み状

態が続いたが、悩んだ末「正面から向かい合う」

という結論に達し、取材を決意したのである。し

かし制作当初、被災地をモチーフに選んだ事を悩

み、会期が近づくにつれ、その悩みは雪だるまの

様に大きくなっていった。そして自己嫌悪に陥っ

ていく。 

災 害 時 の

取材に対し、

言 葉 は 悪 い

が、火事場泥

棒 的 な 想 い

を 自 分 の 中

で 膨 ら ま せ

ていたのだ。

も は や 「 仕

事」、「義務」、

「権利」など

と い う 言 葉

を隠れ蓑には出来ない切迫感の中で会期を迎えた

のである。会期が過ぎてからもその是非に答えは

出ない。今はその現実におこった事が記憶の中で

薄れぬ様、少しでも永く表現して行きたいと考え

ている。一日もはやい被災地の復興を心よりお祈

りいたします。 

 
●「避難所最後の日」    松原 豊（三重県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年８月９日。私は「震災後をこの目で確か

めてみたい」という衝動から、お盆にさしかかる

時期に東北道を一路北へ、車で被災地に向かった。

一人の個人として現地を訪れる限られた時間の中

で、できるだけ細やかな撮影記録をするため、自
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宮古市の巨大な堤防近くの市立保育園で。
被災した園内に千羽鶴が手向けてあった 
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